



















































6 ．参 加 費 無　料
7 ．日　　程

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































回 答 数 　86
回 答 率 74.8％
小学校教員（37）
中学校教員（35）
高等学校教員（0）
特別支援教員（0）
幼・保育教員（0）
大学教員（5）
学生（0）
公務員（1）
会社員（0）
その他（0）
無回答（8）
１　ご職業についてお伺いします。
（　）内は回答数を示す。
そうである（72）
ややそうである（14）
どちらともいえない（0）
あまりそうではない（0）
そうではない（0）
無回答（0）
２　今日のフォー ラムの“テーマ”は，今日的なものであった。
（　）内は回答数を示す。
（　）内は回答数を示す。
そうである（60）
ややそうである（25）
どちらともいえない（0）
あまりそうではない（0）
そうではない（0）
無回答（1）
３　今日のフォー ラムは，阿南市の教育について
　考える機会となった。
４　これからの教育の推進に向けて，意識が高まった。
（　）内は回答数を示す。
そうである（58）
ややそうである（26）
どちらともいえない（1）
あまりそうではない（0）
そうではない（0）
無回答（1）
職場（学校）（84）
ちらしやWebで（1）
知人・友人の紹介（1）
その他（0）
無回答（0）
阿南市内(77)
阿南市外(8)
無回答(1)
43.0％
9.3％ 16.3％
83.7％
69.8％
29.0％
67.4％
30.2％
40.7％
97.6％ 89.5％
9.3％
0.0％
0.0％
0.0％
1.2％
0.0％
0.0％ 0.0％
5.8％ 0.0％0.0％ 0.0％
0.0％
1.2％
0.0％0.0％
0.0％ 0.0％0.0％
1.2％1.2％
５　本事業を何で知りましたか。
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
６　勤務地（あるいは居住地）は，どちらですか？
0.0％0.0％
1.2％
1.2％
1.2％
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【今後取り上げてほしいテーマ等】
　○　特別支援教育について
　○　ITを利用した教育について
　○　生徒指導について
　○　学校は，日々の実践を阿南の児童生徒の弱みを捉え，強みに変える戦略を立て，中長期的な計
画を策定し，見直し，改善し，RPDCAサイクルを何度もくり返していくことが急務であること
を訴え，マネジメントの仕組みづくりを伝えるテーマを取り上げてほしい。
　○　学校，子どもの実態に焦点化されたスリムな教育実践のあり方が求められる。スリム化への手
だてについて取り上げていただきたい。
　○　生徒指導面についてとりあげてほしい
　○　へき地教育について
【ご意見・ご感想】
　○　地域との連携の大切さ，幼・小・中の連携の大切さを，改めて感じさせられました。
　○　本日は，鳴教大　教育・文化フォーラムに参加し大変勉強になりました。椿町中学校区小中一
貫教育という九年間をみすえた取り組みにとても感銘を受けました。
　○　多忙な教員に対し，子ども達の為といえど，いろいろな企画・取り組みを行うことにより，更
に負担を掛けていいのか。教員自らの能力を更に高め続ける時間も必要である。どの様に，バラ
ンスをとり，時間を確保すれば良いのか，その工夫について議論が欲しい。
　○　講演のテーマは今日的でいいのですが，講師が聴衆を指名したり，話し合いをさせたりする手
法はいかがなものか？これは講演であり，講義・授業ではないので…。正直，不愉快である。
　○　発表された 4校のすばらしい取り組みに感動しました。阿南市の未来は明るいと思いました。
子どもは地域の宝です。教育の充実なしに住みよい社会の実現はないと思います。微力ではあり
ますが，小学校の一教員として自分もがんばっていかなければと反省しました。家庭・地域との
連携に地道な努力を続けたいです。
　○　学校統廃合は，地域の再生にとって非常にマイナスである。有効な手立てを研究してみたい。
　○　パネリストの地域社会の中で，子どもの命，学びを通して，子ども達が実社会の中で，今，自
分たちができることを考え，取り組み，経験し，実感して，自分を知る活動は，自分も社会の中
の一員で，これから自分が将来を考える時の大切な宝になるだろうと思いました。
　　　子ども達が自分のこれから，未来を考える時に，自分の夢や目標をみつけ，それを実現してい
く力をつけていけるようにするためにどのような取り組みをしていけばよいか，これから大切だ
と思いました。夢を描き，それを実現していける子どもの育成をみつめていきたいと思いました。
　　　多くのことを学ばせていただき，ありがとうございました。
　○　家庭教育の重視が重要である。自主学習ノートの活用はすばらしかった。
　○　それぞれ各校でのすばらしい取組みを知る機会を得て感謝しています。
　　　普段は，あまり他校の取組みを見ることもないので，とても参考になりました。こういう場を
定期的に実施してほしいと思います。
　○　前田先生のお話，わかりやすかったです。講義と同じ形で興味深く聞くことができました。
　　　（毎年は鳴教大での開催ですが…） 4名の先生の取組は，阿南市内で魅力ある取組がたくさん
行われていることを知るのにとてもよい機会となりました。これはなかなかおなじ市内でも知れ
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る機会がありません。教育・文化フォーラムが阿南で開催されてよかったのではないかと思いま
す。県内の教育の発信の機会として，各郡市で定期的に巡回開催してもよいと思います。おとな
り足下のすばらしい実践をみんなで共有し，それぞれの学校で先生方が工夫して子どもたちのた
めに取り組む。毎年でなくても実践交流が行われることを望みます。
　○　「地域で考える子どもの学びと育ち」がテーマなので，もう少しテーマにそった報告や協議が
できるとよかった（テーマとは，離れていたように感じられる報告もあったように感じる）。ま
とをしぼった短い報告にして，そのあとの時間がもう少しほしかった。
　○　前田先生はじめ，多くの先生方より，大変貴重なお取組みを，ご紹介頂いた。
　　　目の前の子ども達とともに，子ども達の意見を大切にしながらこれからも今の自分に出きるこ
とを考え，頑張っていきたい。
　　　本日を迎えるまでの一日，一日，本当におつかれ様でした。ありがとうございました。
　○　「シンポジウム」って何なのでしょうか？
　　　大変参考になりましたが，参加者が「意見交換」するような「ディスカッション」ってむずか
しいですね。
　　　みんなが，活発に意見交換できるような会になれば，もっともっと有効になると思うのですが
…そんな教員が，「言語活動」を活発にできる「シンポジウム？」「パネルディスカッション？」
なら，もっと有意義になると思います。
　○　地域とともに子どもを育てる取り組みが必要だと言われ，様々な活動が紹介され，参考になり
ました。
　　　学校規模により，活動内容が変わると考えられるが，大きな学校の取組を聞けるとよいと思い
ます。
　○　学校教育に求められていることは，基礎的・基本的な知識や技能の習得とともに思考力・判断
力・表現力・主体的・協同的なアクティブラーニングで，学ぶ児童生徒の姿である。まさしく，
人と関わり学び合う，21世紀を生き抜く力を育成することにある。
　　　社会の形成者として，ふるさと阿南，徳島，そして日本を創っていくたくましい人づくりの教
育の実現をめざしたい。
　　　このような教育活動を推進するには，教職員の意識改革が必要であると考える。まず，今阿南
の児童生徒に必要な求められている学力とは何か，身に付けさせるにはどのような方策があるか
をすべての教職員が問題意識として捉えていかなければならないと考える。
　○　本日のフォーラムでは，地域が学校のために様々な活動をしてくださっていることの具体的な
紹介が多かったようですが，学校が地域に貢献している，学校が地域の活性化に一役，買ってい
るといった具体例があれば教えてほしかった。前田先生の講演にもあったように，子どもたちの
学びが社会や地域のためであるととらえているのであれば，学校が地域に何をできるかといった
ことも考えなくてはいけないと思うので，ぜひ，そういった観点からの具体例を紹介してほしかっ
た。学校が地域に対して，地域を支えるために何ができるのか。今後，こういった観点での実践・
討論の場をぜひ設けて欲しいです。
　　　本日はありがとうございました。
　○　子どもの豊かな育ちを考えた時，実感として，家庭・地域との連携の大切さは理解できる。反
面，多忙感は深まる一方でもある。
　○　地域の宝である子どもたちが，しっかりと学び，心健やかに育っていくためにと学校と地域・
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保護者が連携し，一歩ずつ取り組んでいる画期的なものばかりでした。
　　　子どもたちの安全が確保され，安心して，のびのびと成長していけるように，私もできること
を 1つずつしていきたいと思いました。
　　　特に，子どもたちが地域に出て活動するような取り組みを続けたいなあと考えています。石橋
先生，直売所販売等を通して，子どもたちに力をつけてくださって本当にありがとうございまし
た。一緒に取り組めて大変勉強になりました。津小でのご活躍楽しみにしています。
　○　他校の取組を聞き大きな刺激を得ました。自校の取組の参考にしていきたいと強く感じました。
地域連携のために自分をかえていこうとする，かえていける教員でありたいと思っています。参
加してよかったです。
　○　シンポジウムで協議の時間がもっと欲しかった。 4名の報告に対する質疑の時間が少なかった。
　○　前田先生の基調講演は納得のいくことばかりで特に子どもたちに“何故勉強するのか”という
問いの答えは，その通りだと感じました。明日の登校日に子どもたちの顔をみるのが楽しみにな
りました。
　　　各小中学校の取組も各校の特性をいかしたもので参考になりました。取り入れられることは授
業の中にいかしていきたいと思います。
　　　ありがとうございました。
　○　日々の実践を丁寧に行うこと，少しアンテナを広げて動いていきたいですね。
　○　講演会では，簡単で分かりやすく子どもたちの学びと育ちについてお話いただきました。私は
低学年の児童を担任することが多いため，感情と言葉をつなげることや幼・保，またそれ以前か
らの生活，環境，学び等の今であること，社会人につながる今であることを改めて感じながらお
話をうかがいました。授業の改善も課題です。
　　　パネリストの方々のお話では，地域とのつながりを大切にした地道なとりくみについて知るこ
とができました。先生方の取組の工夫や協働，見通しをもって信念をもった取組を通して，少し
ずつ子どもの育ちを感じることができるのだと思いました。とてもいい講演会でした。
－ 28 －
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